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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第7回院内研修について

日時：4/8(水)・4/9(木)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
テーマ：｢転倒・転落を起こしやすい薬剤および留意点について｣
講師：黒澤　雅広　薬剤師

・4/22(水)部署懇談会があり、今年度の個人の抱負を今週中までに入力しておくこと。

・六角堂祭について

日時：4/20(月)13:10～13:30（13:00までに集合）　場所：六角堂前
＜利用者様情報＞
・溝越　キク　様～本日、8時前に来所している。意欲的に人形つくりに取り組んでいる。自分から他者に話し掛けて、交流をもつことができている。早めに帰宅したいという訴えが聞かれているが、14時までいるよう話し合うと、本人了承している。スタッフに無断で帰宅することが考えられるため、所在を確認していく。

・野月　利章　様～友達が亡くなり、東京の大使館で葬式をしてきて疲れたと話されている。母様からの情報によると、友人が亡くなったことは事実であるとの事。デイケアでは不調を訴えることはなく過ごしている。落ち着いて過ごせるように今後も本人の話を聞いていく。

・浅坂　政美　様～昨日、特定相談支援事業所｢移山寮｣三浦氏より情報提供がある。兄様からの情報では、室岡整形外科に2～3ヶ月間の入院予定とのことだが、実際は30日程度の入院となるとのこと。その間リハビリを行って杖歩行レベルまでは改善する可能性があるが、坂道を歩かなければ通所できない等、今後のデイケア利用が難しくなる可能性があるとのこと。現在、退院後の生活について南部町の通所施設の利用を含めて検討しているとのことで、兄様と状況を確認しながら検討していくこととしている。
本日も連絡があり、八戸赤十字病院からの紹介で、当院で糖尿病薬を処方することとなっていたが、まだ外来受診の予約をしていないとの事。兄様に連絡し、本日外来受診することとなる。デイケアスタッフが兄様と今後の利用について話合う予定。
・繁名　和恵　様～笑顔で「具合が悪いから休みたい」と訴えがあり、詳細を確認すると、薬を飲んだら気分が落ち込んだから副作用だと思うと話す。静養室で30分休むとスタッフと約束し、時間になると自分で退室することができている。

・種本　サハ　様～本人より架電あり、本日来所しないことに加えて「明日もいけません、施設の見学もいけません！」と話されている。見学にいけない理由として、「1時間も車に乗れない」「歩けない」と話しているが、グループホームでは洗濯等の日課はできているとのこと。見学にはスタッフも同伴すること伝えるが、「いけません！」と強い口調で話している。明日、再度見学に行けるように促していく。
・古舘　正行　様～昨晩、就床前薬服用時にホ－ルの床にて熟睡し、声かけにて服用。その後もホ－ルの床で寝て、疲れている様子が見られたと、青風荘より情報提供あり。本日来所して、検温等の日課に取り組んだ後にホールの椅子に座って居眠りしており、周囲のメンバーがミーティングのために移動していることに気が付いていない。スタッフが声を掛けるとミーティングに参加できている。その後、居眠りする様子は目立っていない。

・津嶋　イチ子様～帰荘後の足洗い時に足の痛みを訴えた為、確認すると、左足首の内側に少し皮膚剥離と出血が見られたと情報提供あり。前回入浴後に痒くて掻いたら、こうなってしまったとの事。本人から痛みの訴えは無い。

＜外来情報＞
特記なし。
カンファレンスシート（溝越　キク様）

実施日：H27年4月9日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長　佐々木　

参加者：小林、服部、櫻田、油津、慶長

検討内容目標計画の検討

	氏名
	溝越　キク
	性別
	女
	年齢
	67
	生年月日
	S23.2.16

	主病名
	統合失調症、軽度知的障害
	合併症
	脂質異常症､高血圧症､糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	デイケアに継続して通所する。体重、食事管理を行い、糖尿病の悪化を防ぐ

	本人希望
	人形作りを続けてやりたい

	家族希望
	できる限りデイケアに通って欲しい

	入院歴
	計9回（最終：H26年10月27日～H27年3月27日）

	通所歴
	3回目

· 前回：H25年12月7日～H26年2月28日

· 今回：H27年3月30日～現在　　（週2回/月、木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護「五福」

	住居：自宅アパート
	家族構成：息子と2人暮し

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	自立支援、生活保護受給中

	備考：

本人の課題
1 デイケアに通う必要性が理解できていない。

2 服薬に関して、セットは自分でできているが、服薬したことを忘れてしまう。

3 血圧、体重を確認し、身体状況の確認が必要である。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	地域生活を継続する。
	①週2回のデイケア通所を継続する。
	①楽しみとなる作業を行いながら、週2回継続してデイケアを利用できるようになる。
	①人形作りを行いながらデイケアで楽しく過ごす。スタッフは作業取り組み状況を本人と一緒に確認し、本人が出来ない部分は分かりやすく説明する。また、出来ている点の評価を行っていく。

	
	②病状悪化しないように服薬を確実に行う。
	②服薬状況を確認し、忘れることなく服薬を行えるようになる。
	②来所時に空袋を持参し、服薬状況を確認出来るようになる。スタッフは確実に服薬できているか確認し、出来ている場合は評価していく。出来ていない場合は、ノートの活用など管理方法を検討する。

	
	③体重、血圧の確認をし、健康を維持する。
	③来所時には体重、血圧を確認し、健康について意識できるようになる。
	③来所時に自分から体重と血圧を測定できるようになる。スタッフは本人への測定を促し、体重と血圧の状況を確認していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①楽しみとなる作業を行いながら、週2回継続してデイケアを利用できるようになる。
	・3/30（月）より利用開始。医師より、欠席せず来所するように指示がある。現在、4回中3回来所。来所できない日があったが、人形作りができること伝えて来所を促すと、本日は8時前に来所できている。
・理解力が低い為、通所の必要性を理解することは難しいと考えられる。本人がデイケアに行きたいと思えるように、ぬいぐるみ作り等の本人が興味を持てるものを提供する。

・一人でいると「居心地が悪い」と帰宅しようとする為、一人で過ごしている姿を見た際には、スタッフから声をかけて、デイケアで過ごせるように支援していく。
・座席に対してのこだわりがあり、自分の席をとられるかもしれないという不安がある。同じ席に座れるよう、通所日は配慮する必要がある。
	現在本人が興味のある作業は人形作りとなっている為、来所時には人形作りの作業を促していく。また、一人でいる事や、座席へのこだわりにも注意する必要がある為、来所時にはスタッフが傍について作業を促していき、同じ座席に座って作業に取り組めるように環境の調整を行っていく。

	②服薬状況を確認し、忘れることなく服薬を行えるようになる。
	・内服の飲み忘れで病状悪化につながる傾向にある。
・「肩の上の人が・・・」という幻聴の訴えが聞かれる。

・病状悪化すると、声かけに無反応になることや、閉眼して動かなくなることがある。
・また、都合が悪いことを言われたり慌てると、周囲の話が全く耳に入らないことがある。外来受診時、医師に必ず通所するよう言われても「何も聞いてないよ」とそのまま帰宅してしまうことがある。
	空包を持参してもらい、ノートを活用して服薬状況を確認していく。計画継続。



	③来所時には体重、血圧を確認し、健康について意識できるようになる。
	・退院後から4.5ｋｇ増加。現在68.0㎏。

・4/6（月）外来受診で肩が痛いと訴えていたが、今は痛みがないとの事。体重増加防止の指導を受け、肩のストレッチを学ぶように医師から説明されている。

・訪問看護からの情報では、お菓子を毎日食べているとの事。

・デイケアでは、午前の軽運動のみ参加。体重があるため、青陽館までの道のりでも運動になると考えられる。
	本人が自分自身の体重や血圧に意識を向けられるように、来所時の体重血圧測定は今後も促していく。また、体重減少の為に、楽しめる方法での運動を検討し、運動療法への参加を促していく。体重増加防止の指導については、ただ伝えるだけでは理解できず実行できない可能性がある。その為、本人が興味を持って聞くことができるようにわかりやすく具体例を示しながら説明する等の工夫が必要となる。


【目標・治療計画（検討後）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	地域生活を継続する。
	①週2回のデイケア通所を継続する。
	①楽しみとなる作業を行いながら、週2回継続してデイケアを利用できるようになる。
	①人形作りを行いながらデイケアで楽しく過ごす。スタッフは作業取り組み状況を本人と一緒に確認し、本人が出来ない部分は分かりやすく説明する。また、出来ている点の評価を行っていく。作業実施時の環境として、スタッフが側につき、本人が希望する座席に座って作業が行えるように環境調整を行う。

	
	②病状悪化しないように服薬を確実に行う。
	②服薬状況を確認し、忘れることなく服薬を行えるようになる。
	②来所時に空袋を持参し、服薬状況を確認出来るようになる。スタッフは確実に服薬できているか確認し、出来ている場合は評価していく。出来ていない場合は、ノートの活用など管理方法を検討していく。

	
	③体重、血圧の確認をし、健康を維持する。
	③来所時には体重、血圧を確認し、健康について意識できるようになる。デイケアで運動を行い、体重の減量を目指していく。
	③来所時に自分から体重と血圧を測定できるようになる。スタッフは本人への測定を促し、体重と血圧の状況を確認していく。また、運動療法への参加を促し、スタッフと交流しながら楽しんで運動を行えるように本人への声掛けを行う。


